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NEWS Letter

本学 坪倉正治主任教授による連載が科学ジャーナリスト賞2025 特別賞を受賞

地域に根差し信頼される
母子医療連携を提供

福島県に住む女性が
安心して子どもを産み、育て
そして女性が健康な一生を
過ごすために。

　令和７年４月12日（土）、福島県立医科大学

ふくしま子ども・女性医療支援センターは、開設

10周年を記念した講演会を、コラッセふくしま

（福島市）にて開催しました。

　ふくしま子ども・女性医療支援センターは、平

成28年に「女性が安心して子どもを産み育て、

女性の生涯にわたる健康を支える」ことを目的

として設置され、以来、県内一体となり福島県

内における周産期・小児・女性医療の充実に貢

献してまいりました。　

　具体的には、産科婦人科学講座、小児科学講

座、小児外科と連携・協力し、県外からの専門医

の招へいや若手医師のスキルアップ、専門診療

の充実、県内医療機関との連携強化のほか、婦

人科悪性腫瘍の低侵襲手術の導入支援や小児

集中治療室（ＰＩＣＵ）の立ち上げへの参画など、先

進的医療の導入についても推進して参りました。

　開設から10年を迎える今年においては、県

外から招へいした常勤医師が5名、非常勤医師

を含めると16名に達しております。これらの医

師は全て、産婦人科、小児科、小児外科のエキ

スパートであり、福島県内の子どもと女性の

医療を支える次世代の医師の育成に貢献して

おります。

　講演会当日は、県内外から多くの医療関係者

や県民の皆さまにご来場いただきました。

　今後もふくしま子ども・女性医療支援セン

ターは、誰もが住みやすく安心して子どもを健

やかに育て、健康に人生を送ることができる福

島県の実現を目指してまいります。

　地域に根差した信頼される医療を提供し、

子どもと女性の健康を支える取り組みを一層

進めてまいります。

SPECIAL NEWS

　このたび、一般社団法人 日本科学技術ジャー

ナリスト会議が主催する「科学ジャーナリスト賞

2025」において、福島民友新聞にて連載中の

「坪倉先生の放射線教室」が特別賞を受賞しま

した。本連載は、福島民友新聞社からエントリー

され、厳正な選考を経て受賞に至ったものです。

　記事は、2011（平成23）年の東京電力福

島第一原発事故を受けて、本学放射線健康管

理学講座坪倉正治主任教授が執筆している

もので、2015（平成27）年1月より毎週掲載

され、現在までに500回を超える長期連載と

なっております。

　選考委員会は、被災地・福島において放射

線に関する基礎知識や被ばくの状況につい

て、簡潔で分かりやすく解説する継続的な報

道活動を高く評価。さらに、「連載を支える持続

的な努力と熱意に敬意を表して」の特別賞と

なります。

　受賞にあたり、坪倉教授は「読者の皆さんの

おかげです。被災者の顔を思い浮かべながら、

日々の暮らしに役立つ情報を届けようと心が

けてきました。これからも変わらず、福島県民

の暮らしの再建に貢献できるような記事を発信

し続けたい」とコメントしています。

　なお、贈呈式は2025（令和７）年7月5日、

東京都内の日本プレスセンタービルにて執り

行われる予定です。
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10年の感謝と未来へ-
ふくしま子ども・女性医療支援センター記念講演会開催報告

T O P I C

オープニング動画は、
こらからご覧ください。

FMU Hospital Focus

FMU Hospital Focus

https://youtu.be/mnHnZHLJTeU?si=ITv_4gft4s-pwNxW


としての使命感や国際的活動に焦点を当てなが

ら描いています。

　野口英世の姿を通して、「人のために尽くす医

療人とは何か」を読者に問いかけるこの連載は、

医療を志す若者や県民にとっても多くの気づき

を与えてくれる内容です。

　今後の展開にもぜひご注目ください。　

お申込みは
こらから

　令和７年4月13日（日）より福島民報紙上で始

まった連載企画「シン・野口英世」は、本学の病

態制御薬理医学講座下村健寿主任教授が執筆

を担当し、毎週日曜日に掲載されています。

　この連載では、福島県猪苗代町出身の世界的

細菌学者・野口英世の生涯と研究の歩みを、現

代の視点からわかりやすく読み解いていきます。

野口英世が残した多くの論文を読み込んできた

下村健寿主任教授が、その人物像と功績の本質

に迫り、今日の医学や公衆衛生にも通じる教訓

を探る内容です。

　初回では、野口英世が黄熱病研究のためアフ

リカへ向かった背景とその決意を、2回目では福

島との縁や若き日の学びを、3回目では医学者

シン・野口英世連載始まりました！NEWS

河井継之助を看取った村医の百味箪笥を157年ぶりに調査
～ 只見町と福島医大会津医療センターがつなぐ、近世の医療と現代漢方 ～NEWS

　福島県立医科大学附属病院では、炎症性腸

疾患センターの開設を記念し、市民公開講座

「炎症性腸疾患の基本治療と新規治療法まで」

を令和7年5月17日（土）に開催します。

　炎症性腸疾患（IBD）とは、腸に慢性的な炎症

が起こる原因不明の疾患で、代表的なものに潰

瘍性大腸炎とクローン病があります。近年、さま

ざな新薬が使用可能となり著しい進歩をとげた

IBD治療について、基本治療から先端治療まで

解説します。事前質問に基づいた専門家による

パネルディスカッションも予定し、どなたでも参

加可能です（要申込）。

【市民公開講座のお知らせ】炎症性腸疾患の基本治療と新規治療法までFMU Hospital Focus

患者ごとの状況に応じた最適な診断と治療を提

供します。

　また、専門外来の設置やキャンサーボードの

開催、ホットラインの運用、情報提供や診療支援

などを通して、患者さんの生活の質（QOL）向上

を目指します。どうぞお気軽にご相談ください。

　「希少がん」とは、人口10万人あたり6人未満

とされる非常にまれながんで、胃がんや肺がん

などの一般的ながんに比べ発生頻度は低いも

のの、全体を合計するとがん全体の15～22％

を占めています。

　中でも「サルコーマ（肉腫）」は、骨・筋肉・脂

肪・血管などに発生する悪性腫瘍の総称で、

200種類近く存在し、診断や治療が難しいがん

のひとつです。

　サルコーマは四肢だけでなく、頭頸部や体幹

部、後腹膜など全身に発生する可能性があり、

受診先が分からず診断が遅れるケースも少なく

ありません。

　このような課題に対応するため、本学附属

病院では令和７年4月、東北初となる「希少がん・

サルコーマセンター」を開設しました。

　当センターでは、整形外科・消化管外科・脳神

経外科・婦人科・腫瘍内科・小児腫瘍内科・皮膚

科・泌尿器科・放射線治療科・放射線科・病理診

断科など多診療科の医師やスタッフが連携し、

東北初「希少がん・サルコーマセンター」開設
～見逃されがちな“希少がん”に確かな診断と治療を～FMU Hospital Focus

詳細は
こらからご覧ください。

令和７年5月17日（土）13:30～15:30

福島医大福島駅前キャンパス会
場

日
時

　令和７年4月26日（土）、只見町にある河井

継之助記念館にて、福島県立医科大学会津医

療センター漢方医学講座を中心とする研究

チームが、約157年前の「百味箪笥」の実地調

査を行いました。

　この百味箪笥は、戊辰戦争で重傷を負った

越後長岡藩の家老・河井継之助を只見の

村医・矢沢宗益が看取った際、実際に使われて

いたとされるものです。箪笥には、生薬を分

類して保存する引き出しが約120個もあ

り、桂皮や柴胡など、現在も使われる薬草の

名前が当時のまま墨書きされた包みに残っ

ていました。

　調査には、同講座田原英一教授、会津医療

センター附属病院漢方内科三潴忠道特任教

授、千葉大学池上文雄名誉教授ら５名が参加。

大半の生薬は今も使われているものの、虫食

いや経年劣化が見られ、においはほとんど残っ

ていませんでした。田原教授は、「現代と比べ

ても、生薬の種類は遜色ない。きちんと整理さ

れていて、漢方薬がいかに大切に扱われてい

たかが垣間見えた」と語りました。

　只見町では、平成24年から薬用芍薬の栽培

が開始され、収穫後に漢方薬として会津医療

センターで使われ、薬の地産地消の取り組みが

行われています。今回の調査を通じて近世医

療の知見が今に生き、地域と大学が共に未来

へつなぐ新たな一歩となりました。

FMU NEWS Letter 発行：公立大学法人福島県立医科大学　広報コミュニケーション室

https://www.fmu.ac.jp/byoin/new/sosiki/kisyogan.html
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScegLC6muaQmMkAHIpWOHLp7S8_Dng8XmgP8VzjuT2QYVv4OA/viewform

